
昔は組織体系がきちんと整っておらず、
管理も行き届いていませんでした。全体の
人数に対して、管理する部門の人数が圧
倒的に少なかったのも原因だと思います。
そのため、生産においても受注残が出てい
たり、品質面でのクレームも多かったりという
状況で、その場しのぎでやっているような感
じでした。
そこから、生産管理と品質管理、最低こ
の２つがないと管理できないため、間接部
門の設立と強化に取り組みました。設立
当初は人数が少なく、トラブルが起きれば
その対応に追わることの繰り返しで、なかな
か前へ進められずにいました。その後、よう
やく人数が揃い始めて、徐々に改善活動
へ向けて前進し始めましたが、間接人員だ
けで改善活動を進めようとしても現場から
の協力が得られなくて、結果も伴わず、非
常にもどかしい日々が続いていました。やは
り、いくら間接人員が頑張っても、実際の
生産を担うのは現場の人間ですので、現
場の長をはじめ、そういう人達の意識が変
わらなければ、改善へ向かっていくことが難
しいという段階に来ていました。
そこで、外部の力に頼ってみるのも良いか
と考え、色々なセミナーを受講しました。テ
クノ経営さんを知ったのもセミナーを受けた
ことがきっかけで、コンサルティングの検討を
続けている中、セミナーの振り返りなどでご
来社いただいた際に、まずはお試しというか、
現場の診断をしてみませんかというご提案
があり、1日工場診断をご依頼しました。そ
こから始まったという感じです。

インタビューにご対応いただいた方

解決策課題

診 断 事 例 電成興業株式会社 様
企業名：電成興業株式会社 所在地：埼玉工場 埼玉県東松山市東平1748

事業内容：金属製電線管附属品・金属製可とう電線管用附属品の製造、販売／ケーブル保護用鋼管(ステンレス鋼管・合成樹脂被覆鋼管)の加工、販売および同附属品の製造
 販売／道路電設資材設計、製造、販売／各種板金加工品、設計、製造、販売／焼付塗装、カチオン電着塗装、溶融亜鉛めっき加工

自分たちの手で変えていく！！
誇れる工場への変革『ＤＳＰプロジェクト』

1950年(昭和25年)、当初は電線管およびその付属品を販売する商社として設立。以
降は時代の要請に応じながら、電線管付属品を全般的に製造するメーカーへと変貌を遂
げた電成興業株式会社。これまでの現場ありきといった生産方式からの脱却や組織体系
の確立、マネジメント力の強化へ向けて、自社内での活動では限界を感じていました。

組織体系の確立やマネジメント力
の強化

生産性や評価の見える化～意識改革へ
組織力、現場総合力、生産能力を強化し
揺るぎない工場基盤を構築

課題と背景 選定と導入

意識改革や改善活動の推進力が課題
現場と間接部門の連携を高めるために

自分達が誇れる工場へ
変わり始めた人と現場

原因を追究して実際の仕事に活かしていく
ところまで成長しています。ただ製品を作る
だけではなく、生産数の把握やかかる人件
費、材料費といった数字などのマネジメント
についても、現場のリーダはもちろん、皆で
共有し、意識して取り組んでいます。他部
署との交流や連携も良くなり、若い人材を
含めて、やる気のある人が仕事のしやすい
環境になってきて、そういった道筋ができた
ことを含めて、非常に大きな効果があった
かなと感じています。
今後も引き続き活動を継続し、品質の
良い製品をお客様に提供する工場の責
任を果たし、本当に社員が希望を抱き、
誇りを持って働ける環境を築き上げていき
たいですね。

テクノ経営総合研究所では今後も経営
革新セミナー、1日工場診断を通じて、
企業変革のきっかけをつくるための活動を
推進してまいります。

診断結果をいろいろと分析して数値化し、
基準を作って評価していく部分が非常に
良かったですね。現場に対してどのようにモ
チベーションを高めていくかという課題に対
しても、生産性の評価や現状把握、また
達成感という部分にもつながるような内容
で、「こういう形で実現できるのか」と感じ、
ぜひコンサルティングを導入したいと思いま
した。
コンサルティング導入以前からの懸念事
項として、やる気のある社員が嫌になってし
まう職場になってはいけないというのがあり
ました。そういった意味でも、このプロジェク
トの目的として、やる気のある人、向上心
のある人が頑張ろうと思えるような環境づく
りをしたいと考え、『ＤＳＰプロジェクト』と
命名しました。電成興業、埼玉工場、プラ
ウドワークプレイスでＤＳＰですね。要する
に、自分達が誇れる工場、そして希望の
持てる会社にしなければいけないという強
い想いがありました。
導入当初は活動の基盤作りとして指標
のマスターデータなどの作成から始めました
が、本当に大変でした。何をするにしても
初めてで、現場の人間も全てが初めての
経験で、質問を受けるこちら側も分からな
くて……。とにかく手探りで少しずつ実施し
ていき、半年程で成果というか手応えを感
じました。
活動の成果としては、まず明らかに現場
の環境が変わりました。整理整頓、安全
面など工場の基本的な部分をしっかりと全
体で実践できるようになりました。さらには、
何が問題か気付けないような状態から、
問題発見トレーニングなどを通じて分析し、

http://www.densei-k.co.jp/

（電成興業・埼玉工場・プラウドワークプレイス・プロジェクト）
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